
 

《パブリックコメントの意見及び市の考え方》

１　パブリックコメント実施期間　　令和２年３月３１日（火）から令和２年４月３０日（木）

２　意見数　　２人、６件

３　ご意見に対する市の考え方　　次の表のとおり

４　ご意見に基づく計画案の対応　　計画（案）の修正は行わないものとします。

NO
計画案

該当箇所
頁 ご意見の内容 ご意見に対する市の考え方

計画案の
修正有無

1
第４章
施策の展開

45

　認定こども園の普及促進について

  鎌ケ谷市と接している船橋市、松戸市、市川市
及び白井市には全て認定こども園が整備されてい
ます。平成２７年度に「子ども・子育て支援制
度」が施行され、近隣市で整備が進んでいる中、
この段階で国の動向等を踏まえてという表現に違
和感を感じます。
  また、「認定こども園の普及促進」という施策
ですが、主な内容を確認する限り、事業者のため
のものであり、市民にとっての普及促進ではない
ように思えます。
　認可保育園同様に、認定こども園の整備とすべ
きではないでしょうか。

 「認定こども園の普及促進」については、教育・
保育の提供の拡充を図るため、年に１度市内幼稚
園に対し意向調査を実施しており、その結果を踏
まえ事業者と協議するものです。
　なおＰ60～「（２）教育・保育の量の見込み
（利用定員総数）、確保方策及び実施時期」にお
いては、確保方策に今後の見込みが明確でない
為、計上しておりません。

無

2
第４章
施策の展開

45

　認可保育園等の整備について

　主な内容や、量の見込みと確保方策を確認する
限り、認可保育園以外を整備することを確認する
ことができなかったのですが、認可保育園以外に
ついて、いつ、どのように整備されるのでしょう
か。

　認可外保育施設については認可を必要としない
ことから、施設の規模、時期、保育内容等につい
て市で調整することが困難な為、認可施設の整備
により、確保策を計画します。

無

3

第５章
子ども・子育
て支援事業計
画

84

　病児保育事業の量の見込みと確保方策について

　病児保育施設について医療機関の協力を求めて
いくということなら、実施施設数についても令和
２年度から令和６年度まで全て同数ではなく、特
定の年度までに目標施設数を掲げた計画にすべき
ではないでしょうか。

　病児保育事業については、現時点における施設
数を踏まえ、５年間の確保方策を記載しておりま
すが、引き続き、医療機関との協力をお願いし、
協力が得られ、実施される場合には、数値目標を
修正するなどの対応を行っていきます。

無

4 計画全般 －

　「など」と「等」の使い分けについて

　「など」と「等」が混在していますが、どのよ
うに使い分けておりますでしょうか。
  使い分けがないのなら、統一すべきだと思いま
す。

　鎌ケ谷市子ども・子育て支援事業計画で使用し
ている「など」と「等」については、前後の内容
から、わかりやすい表現となるよう使い分けをし
ております。

無

5 － －

　児童センターへのアクセスについて

　立地的な問題で児童センターに行きづらいとの
声を友人から聞きました。
　ききょう号は児童センターとつながっていない
ので、住宅地から最寄りの児童センターや図書館
へつなげる巡回バスがあれば、もっと利用しやす
いのではないでしょうか。

　鎌ケ谷市内を巡回しているききょう号について
は、市内５カ所ある児童センターは、すべて運行
経路に入っております。

無

6
第４章
施策の展開

43

　幼稚園の入園について

　ブックスタート事業など新生児への家庭へのケ
アはありますが、そのあと就学するまでは、市か
らのお知らせに空白期間があるように思えます。
友人の外国出身の母親は、幼稚園の申し込みが早
くから始まることを知らず、年少からの保育を希
望していたのに幼稚園へ入れることができません
でした。
　働いていなく、外部との繋がりが弱い人達の中
には、幼稚園の入園についてよくわかっていない
人もいます。
　市内には公立がないこと、鎌ケ谷市に限らず付
近の私立幼稚園やこども園のこと、申し込み時期
などについて、年少入園前の４月頃にお知らせが
あれば、その後の助けになるのではないかと思い
ます。

　鎌ケ谷市内には私立幼稚園が９園あり、市で
は、各幼稚園の１０月の願書配布、１１月の願書
の受付開始に合わせ、例年１０月１日号の市広報
にて幼稚園の紹介記事を掲載しております。
  また、例年５月１日号を子育て応援号として、
市内私立幼稚園・保育園のご案内、子育てに関す
る情報の提供を行っております。（※今年度は新
型コロナウイルスの関係で幼稚園の記事は掲載し
ていません。）

無

パブリックコメントによる意見及び市の考え方


